
 

 

お別れ会(3/6) 

1年生から6年生までいっしょにすごす最後の行事であるお別れ会が行われました。各学年が6

年生への感謝を込めて迎えた時間の内容を紹介します。 

【1年生：合唱（手話付）】 

「虹」の曲に手話をつけて歌いました。入学当初の「自分が」というバ

ラバラ感はなく、一人ひとりが手話をしながら一生懸命歌って、みんなで

1つの作品を仕上げていました。 

【2年生：劇】 

「スイミー」「スーホの白い馬」「お手紙」などこの 1 年間学習してき

たことを織り交ぜて、体育大会のダンス曲をＢＧＭに入れて全員で演じま

した。演じているほうも楽しそうで、観客側も次々進む展開についていき

ながら、それぞれの演技に見入っていました。 

【3年生：劇】 

「3年とうげ」の演題で、一人ひとりが個性を生かして自分の役を熱演

しました。せりふもしっかり覚え、オーバーアクションも交えて観客の驚

きや笑いをとり、演技の動きや表情が成長を感じさせてくれました！ 

【４年生：劇】 

自作劇「わたがない！ ふわふわ大さくせん」をみんなで熱演しました。

一人ひとりが飛んだり跳ねたり…。 年寄りにはせりふが少し聞こえにく

いのが残念でしたが、観客のみんなには伝わっていたようで、随所で歓声

が上がっていました。 

【５年生：劇】 

「キュンしたらだいたい止められる」という演題で、年頃の女の子が男

の子と出会ってキュンとなるシーンを 4 人が演じ、そのような場面では

「このように対応しよう」ということを2人が突っ込むというコミカルな

中に中学生になって、そのような場面になった時に思い出してほしいとい

うメッセージを込めました。軽妙なやり取りで会場を笑いに包んでくれま

した。 

 

 

【各学年から6年生への手づくりプレゼント】 

気持ちを込めて手づくりしたプレゼントを学年ごとに手渡しました。内容は以下のとおり。 

1年生：プラ板で作ったキーホルダー  2年生：ペンダント 3年生：しおり付＋ペン立て  

4年生：クリアファイル  5年生： 6年生全員の写真入りカレンダー 

【6年生：返礼劇】 

演題は「ルールを守ろう！」。１２人が舞台の上をかけめぐる熱演を

披露してくれました。先生が出張に行ったときに「掃除をさぼろう」

というみんなにミスターＸから「ルールのない世界へ行ってみないか」

というささやきが…。じぶんたちの好きなことが出来ると喜んでその

世界にいってみたが結果は…。6 年生らしく後輩たちに正しい道を指

し示すエンディングへと続くのでした。 

【6年生代表あいさつ】 

１～5 年生に向けて、「各学年の練習を重ねただしものやプレゼントのお

礼」「楽しい時間をすごしたことへのお礼」「5，4年生がしっかりと1～3年

生をリードして安心できること」などについて3人の代表が感謝の気持ちを

述べてくれました。 

このあと、全員で歌える最後の機会ということで校歌を合唱し、6 年生が

1～5 年生がつくった花道をみんなとハイタッチしながら退場してお別れ会

は幕を閉じました。 

来週は卒業式です。この1年間あたりまえだったこのメンバーでの

毎日は、残すところあとわずかになりました。卒業する6年生も、バトンを受け取る在校

生も悔いのない時間をすごしてくださいね。 

 

「学校の働き方改革へのご理解ご協力のお願い」について 

柏原市教育委員会からの「学校の働き方改革へのご理解ご協力のお願い」をするチラシを 3/11

に学校より配布させていただきました。これは国全体で公教育に関わる方針をもとに各自治体で取

り組むことが定められており、柏原市での取り組みをわかりやすくあらわしたものです。 

チラシに記載されている通り、『教員が心身の健康を保ち、子どもたち一人ひとりと向き合う時間

や、授業の質を高めるための授業準備の時間を十分に確保できるようにすることが目的です。 

本校では来年度から新しく取り組む「カタカミライ科」を効果的に進めるため、全体の授業の時

間を工夫することにより、「カタカミライ科」や教育活動全体を効果的に進めるための研修や情報交

換などの時間を確保していくことも行っていく予定です。子どもたちには楽しく学んで成長しても

らえるように頑張りますので、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 
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